
















目的：2013 年の本邦における腎移植は 1586 例にのぼる一方で、年





科 3 名・外科 5 名・腎臓内科 7 名の計 15 名で、うち 5 名は日赤間
の人事交流であった。研修期間は半年から 2 年間で、研修内容は各

























治 1）、渡井　至彦 1）、後藤　憲彦 1）、平光　高久 1）、
　山本　貴之 1）、辻田　誠 1）、岡田　学 1）、二村　健太 1）、
　伊藤　健太 1）、佐藤　哲彦 2）、稲垣　朱美 2）、垣谷　聡 2）、






【対象及び結果】2010 年 8 月以降当院で膵（腎）移植を受けた 9 例
を対象とした。男性 2 例、女性 2 例で平均年齢は 44.1 歳であった。
7 名が膵腎同時移植、2 名が腎移植後膵移植で、平均待機期間は
1957 日であった。ドナーは男性 7 例、女性 2 例で平均年齢は 39.2 歳、

























史 1）、本山　健太郎 1）、井上　重隆 1）、
　山元　啓文 1）、四枝　英樹 2）、満生　浩司 2）、山本　恵美 3）、












CDC は陰性であったが、Flow-crossmatch で T 細胞 B 細胞共に陽
















　野原　圭子 1）、山本　恵美 3）、寺坂　壮史 2）、井上　重隆 2）、
　山元　芳文 2）、古澤　智久 4）、寺坂　禮治 2）
臓器移植において、液性拒絶の主たる原因となる HLA 抗体の検査
は、年々需要が増え続け、その目的も移植前の DSA の有無から始






Fluorescence Intensity; MFI）がある。Luminex を用いた HLA 抗
体検査の MFI は、HLA 抗体の半定量的な指標として使用される
が、その数値のカットオフの設定、交差反応性グループの（Cross 
reactive group; CREG）結果解釈はラボにより異なる。これらの施
設間差は、MFI を数値として取り扱う時には臨床側にも影響を与
えかねない。これらを是正する動きは関連学会を中心に行われてい
るが参加施設も多岐にわたり、是正に向けた動きも容易ではない。
そこで“赤十字病院グループ”、“臓器移植”というキーワードで、
横のつながり発展させる為に、まずは移植検査共有化に向けた提案
をし、ディスカッションを行いたい。
